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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

q血cdllirx:-舶 叫 C触 加 )と軸 卵 油1触 ㈲ i勧 な神
経断 抗アポトーシス作岡を示す1我 は々ラット淵 托デルを用し＼
q丑肝とは訂欄 効果と､アポトーシスおよびオートファジーとの関係を検討した｡(ENF

群とⅠ{訂耕適乏血鵬 サイズを有意に減少し アポトーシスのマーカーであるTUR 陽性

臓 却秒 した｡十九 オートファジーのマーカーであるIL31却式少し､Lm 二重陽

憾珊さ数も減少した また 抗オートファジー因子のp-rrm の発動ji勤口した 本研究により､
Q卦IFとⅠ{折の保護娘 ま抗アポトーシスだけでなく､抗オ-トファジーの阻与が示唆され

α:別FとIN は両卦頒聾各を改善しうることカ明察される.

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

脳虚血においてアポ ト シスとオー トファジーの役割は重要である｡これらに対し

て神経栄養因子を投与することによる治療効果が報告されているが､抗アポ ト シス

作用と抗オー トファジー作用の両者については十分に調べられていない｡本研究では､

神経栄養因子であるGDNFとHGFについて､上記の効果を同時に検討した｡ラット

の一過性中大脳動脈閉塞モデルで免疫組織化学的に観察したところ､dDNF と HGF

の両者とも抗アポ トーシス効果のみならず抗オー トファジー効果を発揮することが明

らかとなった｡

本研究は､GDNFとHGFの神経保護効果が抗アポ トーシス作用だけでなく､抗オ

ー トファジー作用も関与 して発揮されることを示 した価値ある業績であると認めるO

よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




